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お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
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平
成
20
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、
町
民
の
皆
様
に
は
希
望
に
満
ち
た
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜

び
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
人
生
に
お
い
て
「
夢
」
と
「
希
望
」
を
持
ち
、
進
ん
で
い
く
こ
と
が
何
よ
り
も
大
切
で
あ
り
ま

す
。
今
年
の
舟
形
町
は
特
に
教
育
に
力
を
注
ぎ
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
４
月
に
開
所
す
る
統
合

保
育
所
に
お
い
て
、
幼
児
教
育
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
「
三
つ
子
の
魂
百
ま
で
」
と
い
う
言
葉
が
あ

る
よ
う
に
、
人
生
の
中
で
３
歳
ま
で
の
教
育
が
最
も
重
要
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
保
育
所
で
教
え
る

べ
き
こ
と
は
し
っ
か
り
と
教
え
、
義
務
教
育
へ
と
巣
立
っ
て
欲
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
全
国
的
に
高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
ま
す
。
舟
形
町
の
高
齢
化
率
は
31
％
、
２
，
１
０
０
人

以
上
の
方
が
65
歳
以
上
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
健
康
で
元
気
に
暮
ら
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
働
け
る
人
は
働
き
、
趣
味
を
持
つ
な
ど
、
生
き
が
い
を
持
っ
て
暮
ら
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。  

　
若
者
の
定
住
対
策
に
も
取
り
組
み
ま
す
。
結
婚
し
て
も
町
に
住
む
と
こ
ろ
が
な
く
困
っ
て
い
る
若

者
が
多
い
と
い
う
話
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。
来
年
度
に
は
若
者
定
住
の
た
め
の
住
宅
を
整
備
す
る
と

と
も
に
、
子
育
て
や
教
育
に
重
点
的
に
支
援
を
行
な
っ
て
い
き
ま
す
。 

　
産
業
の
面
で
は
農
業
が
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
農
業
は
大
切
な
町
の
基
幹
産
業
で
あ
り

ま
す
が
、
そ
の
80
％
を
稲
作
に
依
存
し
て
お
り
、
米
価
の
下
落
が
直
接
農
家
へ
打
撃
を
与
え
て
い
ま

す
。
今
後
は
ニ
ラ
や
イ
チ
ゴ
な
ど
の
園
芸
作
物
と
稲
作
を
組
み
合
わ
せ
た
農
業
経
営
へ
移
行
す
る
こ

と
が
必
要
と
考
え
ま
す
。
認
定
農
業
者
を
現
在
の
70
戸
か
ら
１
０
０
戸
程
度
に
ま
で
増
や
し
、
元
気

で
一
生
懸
命
な
農
家
の
育
成
に
取
り
組
み
ま
す
。 

　
ま
た
、
来
年
度
の
大
き
な
事
業
と
し
て
は
、
若
者
を
中
心
に
多
く
の
要
望
が
あ
る
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン

ド
整
備
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
光
フ
ァ
イ
バ
を
全
町
に
敷
設
す
る
こ
の
事
業
は
、
近
年
の
情
報
化
社
会

の
流
れ
に
遅
れ
な
い
よ
う
早
急
に
実
施
す
べ
き
と
現
在
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。 

　
そ
の
他
に
は
継
続
事
業
と
し
て
町
道
太
郎
野
線
、
舟
形
駅
前
の
消
雪
道
路
整
備
、
集
落
排
水
事
業

(

下
水
道
事
業)

、
福
寿
野
地
区
基
盤
整
備
事
業
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
が
、
ど
れ
を
と
っ
て
も
町
民

の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
が
な
け
れ
ば
な
し
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

　
町
民
の
皆
様
に
は
、
今
後
と
も
ご
指
導
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
こ
の
１
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
健
康
で
幸
多
き
年
に
な
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。 

 

　
１
月
１
日
現
在
、
わ
が
町
で
子
年
生
ま
れ

の
方
は
５
２
８
人
で
、
町
全
体
の
8.1
％
を
占

め
ま
す
。  

　
明
治
45
年
生
ま
れ･･･

５
名 

　
大
正
13
年
生
ま
れ･･･

73
名  

　
昭
和
11
年
生
ま
れ･･･

96
名  

　
昭
和
23
年
生
ま
れ･･･

90
名  

　
昭
和
35
年
生
ま
れ･･･

93
名  

　
昭
和
47
年
生
ま
れ･･･

55
名  

　
昭
和
59
年
生
ま
れ･･･

71
名  

　
平
成
８
年
生
ま
れ･･･

45
名  

 

●
干
支
の
中
で
、
子
は･･･  

　
「
子
」
は
十
二
支
の
中
で
最
初
に
数
え
ら

れ
、
時
間
に
す
る
と
午
前
０
時
、
方
角
に
す

る
と
北
に
な
り
ま
す
。 

 

●
子
年
生
ま
れ
の
性
格
は
・
・
・ 

　
冷
静
・
沈
着
に
物
事
を
判
断
し
、
時
代
を

リ
ー
ド
す
る
知
恵
者
が
多
い
よ
う
で
す
。
探

究
心
に
あ
ふ
れ
、
研
究
熱
心
な
努
力
家
で
す
。

巧
み
に
チ
ャ
ン
ス
を
捉
え
る
能
力
に
優
れ
て

お
り
、
機
動
力
の
あ
る
迅
速
な
行
動
を
と
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
才
能
に
恵
ま
れ
る
タ
イ
プ
が
多
く
、
一
つ

の
道
を
限
界
ま
で
極
め
る
こ
と
に
よ
り
、
天

才
的
な
才
能
を
発
揮
す
る
存
在
で
す
。 

 

　
知
的
な
職
業
に
就
く
と
適
正
が
発
揮
さ
れ
、

大
躍
進
の
可
能
性
が
出
て
き
ま
す
。 

 

●
適
職 

船
員
、
教
授
、
外
交
員
、
芸
能
人
、
ク
リ
エ

イ
タ
ー
、
自
営
業
な
ど 

 

●
子
年
生
ま
れ
の
有
名
人 

１
９
３
６
年
生
ま
れ(

今
年
で
72
歳) 

長
島
茂
雄
（
野
球
監
督
） 

北
島
三
郎
（
歌
手
） 

市
原
悦
子
（
女
優
） 

 

１
９
４
８
年
生
ま
れ(

今
年
で
60
歳) 

泉
谷
し
げ
る
（
俳
優
） 

五
木
ひ
ろ
し
（
歌
手
） 

沢
田
研
二
（
歌
手
） 

 

１
９
６
０
年
生
ま
れ(

今
年
で
48
歳) 

コ
ロ
ッ
ケ
（
タ
レ
ン
ト
） 

ダ
ニ
エ
ル
・
カ
ー
ル
（
タ
レ
ン
ト
） 

清
水
ミ
チ
コ
（
タ
レ
ン
ト
） 

 

１
９
７
２
年
生
ま
れ(

今
年
で
36
歳) 

木
村
拓
哉
（
歌
手
・
俳
優
） 

濱
口
優
（
タ
レ
ン
ト
） 

新
庄
剛
志
（
タ
レ
ン
ト
） 

 

１
９
４
８
年
生
ま
れ(

今
年
で
24
歳) 

え
な
り
か
ず
き
（
タ
レ
ン
ト
・
俳
優
） 

赤
西
仁
（
歌
手
） 

ベ
ッ
キ
ー
（
タ
レ
ン
ト
） 
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ブロードバンド環境 
に対する私の考え 

高速通信を使った 子育てサービスアンケート調査結果 

その4

    

　
先
月
号
の
広
報
は
、
整
備
方
法
や
費
用

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。
今
月
は
、

現
在
の
状
況
や
光
フ
ァ
イ
バ
網
を
整
備
後

に
提
供
す
る
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
に
つ

い
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。 

　
は
じ
め
に
、
現
在
の
事
業
の
状
況
に
つ

い
て
で
す
が
、
12
月
中
旬
に
総
務
省
の
東

北
総
合
通
信
局
へ
平
成
20
年
度
整
備
の
事

業
申
請
を
行
い
ま
し
た
。
町
と
し
て
は
、

町
民
の
皆
さ
ん
が
早
急
な
整
備
を
求
め
て

い
る
こ
と
を
説
明
し
て
き
ま
し
た
。
採
択

の
見
込
み
に
つ
い
て
は
、
３
月
ま
た
は
４

月
に
判
明
す
る
よ
う
で
す
。
採
択
さ
れ
れ

ば
、
平
成
20
年
度
中
に
整
備
を
行
う
こ
と

と
な
り
ま
す
。 

　
た
だ
し
、
当
事
業
は
全
国
的
に
も
要
望

が
多
く
、
今
年
度
に
お
い
て
も
不
採
択
の

自
治
体
が
あ
り
ま
し
た
。
平
成
20
年
度
に

つ
い
て
も
同
様
で
、
舟
形
町
が
不
採
択
に

な
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合
は
、

別
の
方
法
を
探
す
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。 

    

　
補
助
を
受
け
て
光
フ
ァ
イ
バ
網
を
整
備

す
る
に
は
、
町
が
高
速
通
信
を
用
い
た
新

た
な
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
が

必
要
条
件
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
役
場
で
は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
選
定
す

る
に
あ
た
り
、
８
月
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
を
基
に
検
討
し
て
き
ま
し
た
。
特

に
「
光
フ
ァ
イ
バ
網
整
備
後
に
必
要
と
す

る
サ
ー
ビ
ス
」
に
つ
い
て
は
、
防
災
情
報

の
提
供
、
Ｔ
Ｖ
電
話
に
よ
る
健
康
相
談
、

パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
へ
の
メ
ー
ル
配
信
、

子
ど
も
の
安
全
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
求
め
る

回
答
が
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
（
詳
細
は
広

報
10
月
号
３
ペ
ー
ジ
参
照
）。 

　
こ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
防
災
、
保
健
福

祉
、
電
子
メ
ー
ル
に
よ
る
情
報
提
供
、
子

供
達
の
安
全
を
目
的
と
し
た
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
を
目
指
す
こ
と
と
し
、
町
職
員

で
構
成
す
る
情
報
化
委
員
会
や
各
担
当
部

署
と
共
に
検
討
し
て
き
ま
し
た
。 

　
３
つ
の
シ
ス
テ
ム
を
計
画
し
申
請
し
て

お
り
ま
す
が
、
今
月
は
そ
の
中
の
ひ
と
つ

を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。 

    

　
電
話
の
音
声
だ
け
で
は
伝
え
ら
れ
な
い

こ
と
も
、
映
像
も
一
緒
に
送
受
信
で
き
る

テ
レ
ビ
電
話
な
ら
伝
え
ら
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
町
で
は
、
保
健
福
祉
の
分
野
で

の
利
用
を
計
画
し
ま
し
た
。 

　
具
体
的
に
は
、
役
場
や
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
（
統
合
保
育
所
内
に
併
設
）
に
設

置
す
る
テ
レ
ビ
電
話
機
を
通
じ
て
、
様
々

な
相
談
を
行
う
と
い
う
も
の
で
す
。
事
業

の
対
象
と
な
る
方
の
う
ち
、
希
望
す
る
方

の
お
宅
へ
テ
レ
ビ
電
話
機
を
無
償
で
貸
し

出
し
ま
す
。
借
り
受
け
た
方
は
光
回
線
を

契
約
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
ご
利
用
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
主
と
し
て
、
次

の
用
途
を
計
画
し
て
い
ま
す
。 

①
子
育
て
家
庭
が
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
へ
の
、
育
児
や
予
防
接
種
な
ど
の
相
談

②
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
方
な
ど
を
対
象

　
と
し
た
役
場
の
保
健
師
へ
の
、
健
康
相
談 

③
耳
の
不
自
由
な
方
と
社
会
福
祉
協
議
会

　
や
役
場
の
担
当
者
等
と
の
手
話
や
筆
談

　
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン 

　
テ
レ
ビ
電
話
を
活
用
し
、
よ
り
多
く
の

課
題
解
決
を
図
り
、
住
民
福
祉
の
向
上
を

目
指
し
ま
す
。 

　
た
だ
し
、
冒
頭
で
も
紹
介
し
ま
し
た
と

お
り
、
不
採
択
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
町
が
計
画
す
る
光
フ
ァ
イ
バ

網
整
備
計
画
の
全
体
が
不
採
択
と
な
る
場

合
も
あ
り
ま
す
が
、
計
画
し
た
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
一
部
分
の
み
が
不
採
択
と
な
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。 

　
今
回
ご
紹
介
し
た
内
容
は
、
あ
く
ま
で

も
、
計
画
段
階
で
あ
る
こ
と
を
ご
理
解
願

い
ま
す
。 

    

　
乳
幼
児
を
持
つ
保
護
者
の
方
を
対
象
と

し
た
『
高
速
通
信
を
使
っ
た
子
育
て
サ
ー

ビ
ス
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
』
を
12
月
に
行
い

ま
し
た
。
主
な
結
果
を
ペ
ー
ジ
下
部
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。 

　
子
育
て
を
行
な
っ
て
い
る
家
庭
で
は
、

光
フ
ァ
イ
バ
に
よ
る
高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
つ
い
て
、
90
％
が
加
入
を
希
望
し
て

い
る
と
い
う
結
果
が
出
て
い
ま
す
。
ま
た
、

67
％
の
方
が
テ
レ
ビ
電
話
を
使
っ
た
子
育

て
相
談
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
い
、
88
％

の
家
庭
が
電
子
メ
ー
ル
配
信
に
よ
る
子
育

て
情
報
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
い
と
回
答

が
あ
り
ま
し
た
。 

　
こ
の
調
査
結
果
は
、
新
た
な
子
育
て
サ

ー
ビ
ス
の
検
討
に
役
立
て
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
お
忙
し
い
と
こ
ろ
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
し
て
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。 

　いつでも、どこでも、誰でもアクセス

が可能なネットワーク環境の高速化は無

限の可能性を秘めています。 

　例えば、情報交換や情報収集が短時間

で行えるため、仕事の能率がアップしま

すし、在宅ワークも容易に可能となり、

雇用の創出にもつながります。 

　私は仕事柄、首都圏へ行く事が多いの

ですが、そこで感じるのは、田舎での暮

らしを望んでいる人が多いということです。

高速通信により、町民がインターネット

を利用する機会が多くなれば、町を大々

的にＰＲできます。そうなれば、観光客

や移住者が増加し、町の活性化に大きな

期待が持てると思います。 

　ただ、ネットワーク環境を整備しても、

快適に利用できなければ意味がありません。

そこで、必要となるのが学習会だと思い

ます。その中で、インターネット犯罪被

害を防止するための対策についても理解

し合うことが大切です。 

　２年前から専業で野菜づくりに取り組

んでいます。インターネットはそれに必

要な資材を調べるときなど、農作業しな

がらよく活用しています。しかし、長沢

地区は高速通信環境が整っていないため、

ちょっとした調べ物にもすごく時間がか

かってしまい、時間の無駄だなと感じる

ことが多いです。高速通信環境が整備さ

れれば、調べ物がすごく楽になるので、

調べながら作業することが今よりももっ

と多くなると思います。 

　また、インターネットを通じた販売や

農作物のＰＲを目的としたホームページ

開設も実現できると思います。近年は食

の安全が重要視されているので、生産者

の顔の見える農業が重要だと感じています。 

　また、産業だけでなく福祉や医療面へ

活用されればと期待しています。 

★調査期間★ 

　11月28日（水）～ 

　　　　 12月５日（水） 

★調査対象★ 

　11月26日時点の３歳 

　以下の児童の172家庭 

★配布方法★ 

　保育所経由または郵送 

★回収率★　72.7％ 

高速通信を使った 子育てサービスアンケート調査結果 高速通信を使った 子育てサービスアンケート調査結果 

特集　舟形町の情報化施策 

ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
整
備
事
業 

の
現
在
の
状
況
に
つ
い
て 

高
速
通
信
網
を
使
っ
た 

　
　
新
た
な
住
民
サ
ー
ビ
ス 

高
速
通
信
を
使
っ
た
子
育
て 

　
サ
ー
ビ
ス
の
ア
ン
ケ
ー
ト 

テ
レ
ビ
電
話
を
使
っ
た 

　
　
　
　
　
相
談
シ
ス
テ
ム 

（高速通信）  

舟形町全域での 
ブロードバンド環境の実現に向けて 

斉
藤
和
彦
さ
ん 

（
長
尾
） 

信
夫
正
己
さ
ん 

（
洲
崎
） 

記入者の年齢 パソコンの所有状況 光による超高速インターネット 
サービスに加入したいですか 

ＴＶ電話による子育て相談 
サービスを利用したいですか 

メールによる子育て情報 
サービスを利用したいですか 

利用したい 
88.0％ 

利用したい 
67.2％ 加入したい 

90.4％ 
持っている 
71.0％ 

30代 
53.5％ 

20代 
29.0％ 

40代 
15.2％ 将来購入 

予定 
25.0％ 

持っていない 
4.0％ 

50代　2.3％ 

加入しない 
9.6％ 

利用しない 
32.8％ 

利用しない 
12.0％ 
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平
成
20
年
１
月
１
日
現
在
、
舟
形
町
は

人
口
６
，
５
２
９
人
、
65
歳
以
上
の
高
齢

者
の
割
合
が
31
％
と
３
人
に
１
人
が
高
齢

者
と
い
う
状
況
に
な
っ
て
お
り
、
高
齢
化

率
は
県
内
第
６
位
（
平
成
19
年
４
月
１
日

現
在
）
と
非
常
に
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
平
成
12
年
度
に
介
護
保
険
制
度
が
ス
タ

ー
ト
し
て
か
ら
今
年
で
８
年
目
と
な
り
ま

す
。
平
成
18
年
度
に
は
、
介
護
状
態
に
な

ら
な
い
よ
う
支
援
す
る
「
予
防
」
を
重
視

し
た
内
容
に
改
正
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ

を
受
け
、
町
で
も
介
護
予
防
を
目
的
と
し

た
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

　
年
を
重
ね
て
も
、
「
住
み
慣
れ
た
地
域
・

我
が
家
で
、
元
気
に
生
活
し
た
い
」
と
い

う
こ
と
は
誰
も
が
望
む
こ
と
で
す
。
そ
れ

を
叶
え
る
に
は
、
ま
ず
、
「
高
齢
者
が
元

気
で
あ
る
」
こ
と
が
最
も
大
切
で
す
。
町

で
は
ひ
と
り
で
も
多
く
の
方
が
元
気
な
高

齢
者
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
介
護
予
防
教

室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
に
申
し

込
み
が
あ
り
ま
し
た
４
地
区
の
取
り
組
み

を
紹
介
し
ま
す
。 

  

　
介
護
予
防
教
室
と
は
高
齢
者
の
皆
さ
ん

が
近
く
の
公
民
館
な
ど
に
集
ま
っ
て
、
健

康
づ
く
り
や
仲
間
づ
く
り
な
ど
、
様
々
な

活
動
を
自
主
的
に
行
う
も
の
で
す
。 

　
冬
期
間
は
外
出
す
る
機
会
や
農
作
業
な

ど
の
活
動
が
少
な
く
な
り
、
家
に
閉
じ
こ

も
り
が
ち
に
な
り
や
す
い
時
期
で
す
。
介

護
予
防
教
室
を
通
し
て
、
外
出
の
機
会
を

増
や
し
、
認
知
症
予
防
や
体
力
づ
く
り
な

ど
を
行
う
と
と
も
に
、
地
域
み
ん
な
で
高

齢
者
を
支
え
合
う
体
制
を
作
り
上
げ
る
こ

と
が
で
き
る
も
の
と
思
い
ま
す
。 

  

　
各
地
域
で
ど
ん
な
活
動
を
す
る
か
は
、

参
加
者
の
話
し
合
い
で
決
定
し
ま
す
。 

こ
れ
ま
で
の
活
動
で
は
保
健
師
に
よ
る
健

康
指
導
や
血
圧
測
定
な
ど
の
健
康
教
室
の

ほ
か
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
に

よ
る
頭
と
体
を
使
っ
た
健
康
体
操
な
ど
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
お
茶
を
飲
み

な
が
ら
の
情
報
交
換
や
カ
ラ
オ
ケ
、
料
理

教
室
な
ど
自
分
た
ち
の
や
り
た
い
内
容
を
、

ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
合
い
な
が
ら
毎
月
１

回
程
度
開
催
し
て
い
ま
す
。 

  

　
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
地
元
の
公
民
館
な

ど
に
集
ま
り
、
楽
し
く
活
動
す
る
こ
と
で
、

閉
じ
こ
も
り
や
認
知
症
な
ど
の
予
防
に
つ

な
が
り
ま
す
。
今
後
は
よ
り
多
く
の
地
区

で
介
護
予
防
教
室
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
説

明
会
を
行
い
、
元
気
な
高
齢
者
が
増
え
る

よ
う
支
援
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
「
介

護
予
防
い
き
い
き
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」

を
開
催
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
を
図
り

ま
す
（
お
知
ら
せ
版
No. 
244 
参
照
）
。
同
じ

地
域
に
住
ん
で
い
て
も
、
顔
を
合
わ
せ
る

機
会
が
以
前
に
比
べ
非
常
に
少
な
く
な
っ

て
き
ま
し
た
。
参
加
者
で
あ
る
高
齢
者
と

地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
の
参
加
な
ど
、

多
く
の
人
が
関
わ
る
こ
と
で
よ
り
一
層
内

容
の
充
実
が
図
ら
れ
ま
す
。 

　
ま
た
、
高
齢
者
が
持
つ
知
恵
や
経
験
を

地
域
の
子
ど
も
達
に
伝
え
て
い
く
と
い
う

大
切
な
意
味
も
あ
り
ま
す
。
世
代
を
越
え

た
交
流
を
盛
ん
に
し
、
地
域
の
つ
な
が
り

を
強
く
す
る
た
め
に
も
、
町
内
会
を
中
心

に
介
護
予
防
に
取
り
組
ん
で
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。 

　
高
齢
化
社
会
と
な
り
、
誰
も
が
支
え
合

い
な
が
ら
生
き
て
い
く
世
の
中
と
な
り
ま

し
た
。
「
住
み
慣
れ
た
地
域
・
我
が
家
で

元
気
に
生
活
す
る
た
め
に
」
人
と
人
と
の

絆
を
大
切
に
し
、
互
い
に
見
守
り
な
が
ら
、

ぬ
く
も
り
の
感
じ
ら
れ
る
地
域
と
な
る
よ

幅地区「体操・血圧測定」 

内山地区「輪投げ大会・新年会」 

紫山地区「フットケア」 堀内地区「お出かけサロン」ゆいの家見学 

介
護
予
防
教
室
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

介
護
予
防
教
室
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー 
介
護
予
防
教
室
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー 

　
高
齢
者
が
元
気
で

な
い
と
若
い
人
は
安

心
し
て
働
き
に
行
け

ま
せ
ん
。
そ
れ
だ
け

高
齢
者
の
健
康
は
大

事
だ
と
思
い
ま
す
。 

　
介
護
予
防
教
室
に
は
、
町
内
会
の
集
ま
り
に

顔
を
出
さ
な
い
高
齢
者
の
方
や
、
近
所
と
の
つ

き
あ
い
が
少
な
い
方
も
参
加
し
て
く
れ
ま
す
。 

　
参
加
者
か
ら
は
「
大
勢
集
ま
っ
て
話
が
で
き

て
す
ご
く
楽
し
い
。
次
回
が
待
ち
遠
し
い
。」
「
こ

れ
か
ら
も
ず
っ
と
続
け
て
欲
し
い
。」
と
い
う
声

が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。 

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加
し
て
く
れ
て
い
る
婦

人
会
の
方
に
は
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。 

  

　
紫
山
地
区
で
も
高

齢
者
が
増
え
て
き
て

い
ま
す
。
日
頃
か
ら

公
民
館
を
活
用
し

て
「
若
い
時
期
か
ら

の
健
康
づ
く
り
」
が

で
き
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。 

「
み
ん
な
で
体
操
な
ど
で
き
て
、
運
動
不
足
解

消
に
な
る
。
」
「
お
茶
を
飲
ん
で
情
報
交
換
で
き

る
の
で
楽
し
い
」
な
ど
の
意
見
が
参
加
者
か
ら

出
て
い
ま
す
。 

　
公
民
館
に
集
ま
っ
て
く
る
だ
け
で
も
、
閉
じ

こ
も
り
予
防
に
も
な
り
ま
す
し
、
地
域
の
皆
と

話
し
を
す
る
事
で
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。 

　
毎
月
第
３
木
曜
日
に
実
施
し
ま
す
。
年
齢
的

に
も
60
代
前
半
の
方
も
大
歓
迎
で
す
の
で
、
皆

さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

 

　
　
介
護
予
防
教
室
へ
の
問
い
合
わ
せ 

　
　
　
　
　
舟
形
町
役
場
町
民
課
健
康
班 

　
　
　
　
　
�
（
32
）
２
１
１
１
（
内
線
354)  

 

う
に
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

高
齢
者
の
皆
さ
ん
、
ま
ず
は
「
介
護
予
防

教
室
に
来
て
み
て
け
ら
っ
し
ゃ
い
。」 

こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み 

ど
ん
な
こ
と
を
す
る
の
？ 

健
康
づ
く
り
と
仲
間
づ
く
り 

介
護
を
受
け
る
時
代
か
ら 

　
　
　
介
護
を
予
防
す
る
時
代
へ 

紫山町内会長 

鈴木宥司さん 
幅町内会長 

伊藤準悦さん 
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○家事・育児・介護とも男性

が行なっているという回答は

０で、現実は主に女性が行な

っているという結果が出まし

た。育児については、男女で

協力している世帯が多いよう

です。 

○男女とも病児・一時預か

り・時間外・休日保育の実

施を一番多く望んでいるよ

うです。女性は育児休暇の

推進も望んでいるようです。

○平日や休日に子どもを遊

ばせる施設がほしいという

声もありました。 

  

　
私
た
ち
の
ま
わ
り
の
生
活
を
見
渡
す
と
、

「
男
だ
か
ら
家
庭
よ
り
職
場
を
」、「
女
だ

か
ら
家
事
や
子
育
て
を
」
と
い
う
よ
う
に
、

男
性
と
女
性
の
役
割
が
決
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
に
気
が
付
き
ま
す
。
昔
か
ら
の
「
男
」

と
「
女
」
の
定
義
が
依
然
と
し
て
根
強
く

残
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。 

　
そ
ん
な
中
、
平
成
12
年
に
男
女
共
同
参

画
社
会
基
本
法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
男

女
の
固
定
的
な
役
割
分
担
意
識
を
な
く
し
、

お
互
い
に
思
い
や
り
、
責
任
も
わ
か
ち
合

お
う
。
そ
ん
な
社
会
を
つ
く
ろ
う
と
い
う

法
律
で
す
。 

　
町
で
は
、
山
形
県
男
女
共
同
参
画
登
録

団
体
「
夢
ふ
う
せ
ん
」
さ
ん
に
、
平
成
14

年
度
か
ら
様
々
な
啓
発
事
業
を
繰
り
広
げ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
年
度
は
町
単
独

事
業
と
し
て
舟
形
町
男
女
共
同
参
画
講
演

会
を
開
催
し
、
中
央
大
学
の
広
岡
守
穂
教

授（
56
）よ
り
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

男
女
共
同
参
画
と
は
何
な
の
か
。
広
岡
先

生
の
お
話
を
通
し
て
一
緒
に
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。 

   

　
と
あ
る
県
庁
で
、
初
当
選
し
た
女
性
議

員
が
職
員
ら
を
前
に
堂
々
と
し
た
あ
い
さ

つ
を
繰
り
広
げ
て
い
ま
す
。
「
４
年
間
の

任
期
の
中
で
女
性
の
視
点
で
し
か
み
え
な

い
も
の
、
そ
れ
を
社
会
に
浸
透
さ
せ
て
い

き
た
い
。
男
性
主
体
の
県
議
会
に
女
性
の

風
を
吹
か
せ
た
い
。
」
職
員
ら
は
一
斉
に

駆
け
寄
り
、
口
々
に
「
○
○
課
の
×
×
で

す
。
が
ん
ば
っ
て
県
を
変
え
ま
し
ょ
う
！
」

な
ど
と
言
っ
て
い
ま
す
。 

　
隣
に
い
る
カ
バ
ン
持
ち
の
男
。
ふ
て
腐

れ
た
顔
で
「
オ
レ
だ
っ
て
い
る
じ
ゃ
な
い

か
。
た
だ
の
カ
バ
ン
持
ち
じ
ゃ
な
い
ん
だ

ぞ
。
大
学
の
教
授
な
ん
だ
ぞ
オ
レ
は
。
本

だ
っ
て
出
し
て
る
ん
だ
か
ら
な
。
」
と
ボ

ソ
ボ
ソ
と
独
り
言
を
言
っ
て
い
ま
す
。 

　
そ
う
、
こ
の
男
こ
そ
が
講
師
の
広
岡
先

生
で
あ
り
、
女
性
議
員
は
彼
の
奥
さ
ん
な

の
で
す
。
こ
の
夫
婦
、
こ
こ
ま
で
の
道
の

り
は
厳
し
く
険
し
い
も
の
で
し
た
。 

   

　
私
は
20
歳
そ
こ
そ
こ
で
学
生
結
婚
し
ま

し
た
。
親
か
ら
は
激
し
く
反
対
さ
れ
、
仕

送
り
は
止
ま
り
、
働
き
な
が
ら
学
生
生
活

と
結
婚
生
活
を
両
立
さ
せ
て
い
ま
し
た
。

体
力
的
に
も
金
銭
的
に
も
辛
い
日
々
で
し

た
。
で
も
、
自
分
が
好
き
に
な
っ
た
人
だ

し
、
望
ん
で
結
婚
し
た
わ
け
で
す
か
ら
後

悔
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

　
し
ば
ら
く
し
て
子
供
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
始
ま
っ
た
夜
泣
き
の
毎
日
。
そ
の

時
、
私
は
ど
う
し
て
い
た
か
と
い
う
と
、

ひ
た
す
ら
た
ぬ
き
寝
入
り
で
す
。
明
日
も

学
校
に
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
じ

っ
と
身
体
を
凍
ら
せ
、
息
も
不
自
然
な
ほ

ど
に
殺
し
、
ひ
た
す
ら
た
ぬ
き
寝
入
り
を

し
て
い
ま
し
た
。 

    

　
そ
の
頃
の
私
に
も
子
育
て
が
大
変
だ
な

と
い
う
気
持
ち
は
あ
り
ま
し
た
。
家
族
の

た
め
に
、
何
か
し
て
あ
げ
な
き
ゃ
と
思
い

ま
し
た
。 

　
そ
し
て
出
し
た
結
論
が
「
今
度
の
休
み

に
家
族
と
一
緒
に
ど
こ
か
へ
行
っ
て
気
晴

ら
し
さ
せ
て
あ
げ
よ
う
。
」
で
し
た
。
少

し
気
晴
ら
し
す
れ
ば
育
児
に
専
念
で
き
る

だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
３
番
目
の
子
ど
も
が
お
腹
の
中
に
い
る

と
き
、
私
は
何
気
な
く
話
を
し
ま
し
た
。

「
今
ま
で
家
族
み
ん
な
で
い
ろ
ん
な
と
こ

ろ
へ
行
っ
て
楽
し
か
っ
た
よ
ね
。
で
も
子

ど
も
が
３
人
に
な
る
と
そ
う
は
い
か
な
い

か
も
ね
」
と
。 

　
返
事
は
意
外
な
言
葉
で
し
た
。
「
ど
こ

か
に
出
か
け
て
も
オ
ム
ツ
を
替
え
る
の
も
、

ミ
ル
ク
を
飲
ま
せ
る
の
も
私
。
上
の
子
が

迷
子
に
な
っ
た
と
探
し
回
っ
て
い
る
と
、

い
つ
の
間
に
か
あ
な
た
も
い
な
く
な
っ
て

る
。
帰
り
に
フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
に

行
っ
て
も
、
私
は
全
然
食
べ
た
気
が
し
な

か
っ
た
。
」
と
捲
し
立
て
ら
れ
ま
し
た
。 

　
「
じ
ゃ
あ
ど
う
す
れ
ば
良
か
っ
た
の
」

と
聞
く
と
、
「
半
日
で
も
い
い
、
１
時
間

で
も
い
い
か
ら
あ
な
た
が
子
ど
も
の
面
倒

を
見
て
、
私
を
１
人
に
さ
せ
て
ほ
し
か
っ

た
。」
と
涙
な
が
ら
に
訴
え
る
の
で
し
た
。 

  

　
こ
ん
な
に
か
わ
い
い
赤
ち
ゃ
ん
と
一
緒

に
い
ら
れ
て
幸
せ
だ
な
と
、
私
は
常
に
思

っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
妻
は
言
い
ま
し

た
。
「
毎
日
洗
濯
物
を
干
し
な
が
ら
、
な

ん
で
私
ば
か
り
こ
ん
な
こ
と
を
し
な
け
れ

ば
い
け
な
い
の
、
と
呪
い
の
言
葉
を
吐
い

て
い
た
」
と
。 

「
そ
れ
な
ら
な
ん
で
言
わ
な
か
っ
た
の
？

一
人
に
な
り
た
い
な
ら
、
い
く
ら
で
も
さ

せ
て
あ
げ
た
の
に
。
」
と
私
が
言
う
と
、

妻
は
怒
り
な
が
ら
「
私
た
ち
は
20
歳
そ
こ

そ
こ
で
学
生
結
婚
し
て
、
あ
な
た
の
お
母

さ
ん
は
猛
烈
に
私
た
ち
の
結
婚
に
反
対
し

た
。
そ
し
て
、
私
は
子
ど
も
を
産
み
母
親

に
な
っ
た
。
ち
ゃ
ん
と
子
育
て
で
き
な
か

っ
た
ら
、
あ
な
た
の
お
母
さ
ん
に
、
『
そ

ら
見
ろ
、
ろ
く
に
子
育
て
も
で
き
な
い
く

せ
に
』
と
、
ど
ん
な
陰
口
を
た
た
か
れ
る

か
分
か
ら
な
い
。
そ
れ
だ
け
は
絶
対
に
い

や
だ
っ
た
。
だ
か
ら
、
歯
を
食
い
縛
っ
て

も
頑
張
ら
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
、
あ
な
た

に
言
わ
な
か
っ
た
の
。」
と
言
い
ま
し
た
。 

　
ち
ゃ
ん
と
、
子
育
て
で
き
な
け
れ
ば
恥

ず
か
し
い
と
思
い
、
苦
し
み
を
じ
っ
と
胸

に
し
ま
っ
て
い
る
と
い
う
の
は
、
案
外
多

い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
こ
と
が
、

男
女
共
同
参
画
の
乗
り
越
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
、
ひ
と
つ
の
テ
ー
マ
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
ず
っ
と
赤
ん
坊
を

24
時
間
見
て
い
な
さ
い
と
い
う
の
は
、
男

｢男｣も｢女｣も 共に子育て 自分育て ｢男｣も｢女｣も 共に子育て 自分育て 

講
演
会
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果 

■誰がするのが望ましい誰がするのが望ましい 

□実際に誰がしている？□実際に誰がしている？ 

■誰がするのが望ましい 

□実際に誰がしている？ 

59％ 

21％ 

20％ 

7％ 

０％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％ 

6％ 

0％ 

0％ 

87％ 

男 
時間外・休日保育の実施 

育児休業の推進 

男の家事・子育て学級の開催 

産科・小児科医療費の助成 

保護者同士の意見交換の開催 

子育て・乳幼児学級の開催 

□女 

■男 

59％ 

55％ 

43％ 
21％ 

21％ 

25％ 

16％ 

14％ 

16％ 

31％ 

31％ 

28％ 

育児についてどんな支援が必要ですか 家事・育児を誰がしていますか？ 

０％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 

女 

両方 

その他 

は
じ
め
に 

女
性
議
員
の
カ
バ
ン
持
ち
の
男 

気
晴
ら
し
？ 

学
生
結
婚 

赤
ち
ゃ
ん
と
い
る
こ
と
は
幸
せ
？ 

「男」も「女」も　　「男」も「女」も　　「男」も「女」も　　　「男」も「女」も　　「男」も「女」も　　「男」も「女」も　　「男」も「女」も　　「男」も「女」も　　「男」も「女」も　　「男」も「女」も　　「男」も「女」も　　「男」も「女」も　　「男」も「女」も　「男」も「女」も 

ま
く 
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○子どもを見てくれる人がい

　ればどんな雇用形態でも働

　きたいと思う。 

○子どもがいる場合は２時間

　くらい労働軽減してくれる

　とよい。 

○自分に自信があれば仕事は

　できると思う。 

○本人の意思と家族の同意。 

○仕事上、男女で責任も平等に

　すべき。 

○すべての職場で育児休暇が可

　能になるような体制の整備。 

○男性の意識改革。 

○個々において話し合いの上、

　主となる方を決める。 

だ
っ
て
女
だ
っ
て
た
ち
ま
ち
煮
詰
ま
っ
て

し
ま
う
。
と
く
に
３
歳
く
ら
い
ま
で
は
大

変
な
時
期
だ
し
、
そ
れ
を
お
母
さ
ん
一
人

で
見
て
い
な
さ
い
と
い
う
の
は
す
ご
く
酷

な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。 

  

　
こ
れ
ま
で
も
妻
は
「
社
会
の
風
に
当
た

り
た
い
。」
と
か
、「
こ
の
ま
ま
で
は
干
か

ら
び
て
し
ま
う
。
」
と
か
よ
く
こ
ぼ
し
て

い
ま
し
た
。
し
ま
い
に
は
「
こ
の
ま
ま
だ

と
私
の
人
生
は
ど
う
な
る
の
。
ず
っ
と
子

ど
も
と
一
緒
な
ん
だ
よ
。
」
と
言
っ
て
い

ま
し
た
。 

　
３
番
目
の
子
が
産
ま
れ
、
１
年
ほ
ど
経

っ
て
妻
は
経
理
学
校
へ
通
い
始
め
ま
し
た
。

上
の
子
は
幼
稚
園
に
や
り
、
真
ん
中
の
子

の
手
を
引
い
て
末
っ
子
を
お
ん
ぶ
し
て
。

「
中
学
校
時
代
、
数
学
が
得
意
だ
っ
た
。

だ
か
ら
子
育
て
が
終
わ
っ
た
ら
計
理
士
に

な
る
」
。
初
日
を
終
え
た
彼
女
は
「
生
徒

は
若
い
人
ば
か
り
じ
ゃ
な
い
よ
。
年
配
の

人
も
い
る
。
私
は
一
番
若
い
方
だ
。
」
と

喜
ん
で
い
ま
し
た
。
ま
だ
チ
ャ
ン
ス
が
あ

る
と
思
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
20
代
半

ば
で
し
た
。
２
日
目
も
３
日
目
も
行
き
ま

し
た
。
そ
れ
で
終
わ
り
で
し
た
。
典
型
的

な
３
日
坊
主
で
す
。
私
は
「
無
理
も
な
い

か
。
子
育
て
中
だ
し
。
」
く
ら
い
に
思
っ

て
い
ま
し
た
。 

　
そ
の
頃
の
私
は
上
り
坂
で
し
た
。
い
ろ

ん
な
ゼ
ミ
で
若
い
人
た
ち
と
た
く
さ
ん
話

し
合
い
を
し
て
、
充
実
し
た
気
分
で
帰
宅

し
ま
す
。
す
る
と
、
妻
が
「
今
日
子
供
が

ね
…
」
と
話
し
始
め
る
。
毎
日
「
つ
ま
ん

な
い
な
ー
」
と
い
う
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い

で
し
た
。
夫
婦
に
力
の
差
が
出
て
、
嫌
な

時
期
で
し
た
。 

  

　
４
番
目
の
子
が
産
ま
れ
、
５
番
目
の
子

が
お
腹
に
い
た
と
き
の
こ
と
で
す
。
決
定

的
な
日
を
迎
え
ま
し
た
。
妻
が
僕
を
変
え

た
日
で
す
。 

　
妻
は
台
所
の
テ
ー
ブ
ル
に
ラ
ジ
オ
を
持

っ
て
き
て
、
ラ
ジ
オ
英
会
話
の
勉
強
を
始

め
ま
し
た
。
私
は
つ
い
、
か
ら
か
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
「
ほ
ー
ら
、
ま
た
３
日
坊

主
だ
ぞ
。
今
ま
で
全
部
３
日
坊
主
だ
ぞ
。」

と
。
妻
は
ボ
ロ
ボ
ロ
涙
を
流
し
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
一
言
も
口
を
き
い
て
く
れ
ま
せ

ん
。
彼
女
は
夜
遅
く
ま
で
泣
い
て
い
ま
し

た
。
私
の
中
で
初
め
て
何
か
が
分
か
っ
た

よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。
考
え
方
が
ガ
ラ

ッ
と
変
わ
っ
た
の
で
す
。 

　
「
妻
は
子
育
て
を
一
生
懸
命
や
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
子
育
て
を
一
生
懸
命
や
れ

ば
や
る
ほ
ど
、
計
理
士
や
弁
護
士
に
な
り

た
い
と
い
う
、
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
『
自

分
育
て
』
が
疎
か
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い

る
。
そ
の
こ
と
が
ど
う
し
よ
う
も
な
く
不

安
な
の
だ
。」 

と
い
う
こ
と
に
初
め
て
気
が
付
い
た
の
で

す
。
今
ま
で
な
ぜ
こ
ん
な
簡
単
な
こ
と
に

気
付
か
な
か
っ
た
ん
だ
ろ
う
、
と
自
分
の

結
婚
生
活
が
間
違
っ
て
い
た
よ
う
な
気
が

し
ま
し
た
。
結
婚
し
て
10
年
が
経
っ
て
い

ま
し
た
。 

  

　
大
学
院
卒
業
後
、
運
良
く
中
央
大
学
の

助
手
の
採
用
試
験
に
合
格
し
、
私
は
、
そ

こ
そ
こ
の
人
生
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

「
少
な
く
と
も
誰
に
も
迷
惑
を
か
け
て
い

な
い
。
自
分
の
力
で
人
生
を
歩
ん
で
き
た
。」

と
誇
り
や
プ
ラ
イ
ド
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。 

し
か
し
、
誰
に
も
迷
惑
を
か
け
て
い
な
い

ど
こ
ろ
か
、
愛
す
る
人
生
の
パ
ー
ト
ナ
ー

に
対
し
て
、
非
常
に
つ
ら
い
思
い
を
押
し

付
け
て
い
た
の
で
す
。 

　
そ
れ
か
ら
私
は
、
妻
の
「
自
分
育
て
」

を
応
援
し
て
い
く
ん
だ
と
い
う
気
持
ち
に

変
わ
り
ま
し
た
。 

　
変
わ
っ
た
の
は
い
い
の
で
す
が
、
そ
れ

か
ら
が
大
変
で
し
た
。
妻
は
結
婚
の
た
め

に
大
学
を
や
め
て
、
働
い
た
こ
と
が
あ
り

ま
せ
ん
。
何
を
ど
う
し
て
い
い
か
ま
っ
た

く
分
か
ら
な
い
。
本
人
が
分
か
ら
な
い
の

だ
か
ら
周
り
の
人
は
も
っ
と
分
か
ら
な
い
。

そ
う
い
う
時
期
が
何
年
も
何
年
も
続
き
ま

し
た
。 

　
こ
う
い
う
女
性
の
社
会
進
出
や
再
出
発

な
ど
の
際
に
、
行
政
や
企
業
、
地
域
社
会

な
ど
が
、
い
ろ
い
ろ
な
部
分
で
応
援
し
て

い
く
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

  

　
妻
の
生
ま
れ
て
初
め
て
の
仕
事
は
38
歳

の
と
き
で
し
た
。
内
容
は
、
大
学
の
試
験

問
題
の
編
集
で
す
。
仕
事
を
始
め
て
、
み

る
み
る
彼
女
は
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。 

　
最
初
に
変
化
に
気
付
い
た
の
は
近
所
の

人
で
し
た
。
打
ち
合
わ
せ
な
ど
で
外
出
す

る
と
き
ス
ー
ツ
を
着
て
お
洒
落
を
し
て
い

き
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、
「
仕
事
は
じ
め

た
の
？
」
「
頑
張
り
な
さ
い
よ
！
」
と
声

を
か
け
て
く
れ
た
そ
う
で
す
。
す
ご
く
嬉

し
か
っ
た
し
励
み
に
な
っ
た
と
妻
は
言
っ

て
い
ま
し
た
。 

　
や
が
て
私
も
変
化
に
気
付
き
ま
し
た
。

か
か
っ
て
く
る
電
話
で
す
。
今
ま
で
は
「
奥

さ
ん
い
ま
す
か
？
」 

だ
っ
た
の
が
、 

「
た
つ

み
先
生
い
ま
す
か
？
」
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
そ
の
後
の
活
躍
が
認
め
ら
れ
、
妻
は
今
、

県
議
会
議
員
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。 

　
私
は
「
ず
い
ぶ
ん
変
わ
っ
た
も
ん
だ
な
。
」

と
思
っ
て
い
ま
す
。
で
も
妻
が
変
わ
っ
た

の
で
は
な
く
、
元
々
そ
う
い
う
力
を
持
っ

て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
た
だ
チ
ャ
ン
ス
が

な
か
っ
た
だ
け
で
…
。 

  

　
男
女
共
同
参
画
と
は
、
夫
が
妻
の
、
妻

が
夫
の
、
お
互
い
に
、
お
互
い
の
「
自
分

育
て
」
を
支
え
あ
っ
て
い
く
こ
と
。
こ
れ

が
男
女
共
同
参
画
だ
と
思
い
ま
す
。
人
間

は
誰
し
も
１
度
き
り
の
人
生
を
歩
む
わ
け

で
す
か
ら
、
男
だ
か
ら
、
女
だ
か
ら
、
た

っ
た
そ
れ
だ
け
の
理
由
で
「
自
分
育
て
」

の
チ
ャ
ン
ス
を
奪
い
取
っ
て
し
ま
っ
て
は

い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。 

　
同
様
に
、
年
を
取
り
過
ぎ
て
い
る
と
か
、

障
害
を
持
っ
て
い
る
と
か
、
外
国
人
だ
か

ら
と
か
、
そ
ん
な
こ
と
も
理
由
に
な
っ
て

は
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。 

  

　
30
年
前
に
住
ん
で
い
た
杉
並
の
ア
パ
ー

ト
を
妻
と
見
に
行
っ
た
と
き
、
ふ
と
、
自

分
の
人
生
を
振
り
返
っ
て
み
ま
し
た
。 

　
私
は
自
他
共
に
認
め
る
仕
事
人
間
で
し

た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
人
生
の
大
事
な

思
い
出
は
、
仕
事
の
こ
と
で
は
な
く
、
愛

す
る
家
族
と
の
思
い
出
で
し
た
。
結
婚
し

よ
う
と
決
め
て
親
に
大
反
対
さ
れ
て
本
当

に
悲
し
か
っ
た
あ
の
時
の
こ
と
、
子
供
が

猿
み
た
い
な
く
し
ゃ
く
し
ゃ
な
顔
を
し
て

産
ま
れ
て
き
た
と
き
の
こ
と
、
可
愛
が
っ

て
い
た
長
男
が
す
さ
ま
じ
い
反
抗
期
を
迎

え
た
と
き
の
こ
と
と
か
、
そ
ん
な
こ
と
ば

か
り
で
し
た
。 

  

　
こ
の
講
演
を
聴
い
た
私
は
目
か
ら
鱗
が

落
ち
た
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。 

　
し
か
し
、
講
演
を
聴
い
て
感
動
し
た
だ

け
で
は
い
け
ま
せ
ん
。
そ
の
後
、
自
分
の

生
活
や
仕
事
の
中
に
ど
う
取
り
入
れ
て
い

く
か
。
そ
れ
が
最
も
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。 

　
今
後
の
舟
形
町
の
男
女
共
同
参
画
施
策

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。 

　
来
年
度
、
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
策

定
の
準
備
を
進
め
、
家
庭
や
職
場
、
地
域
に

お
け
る
具
体
的
活
動
内
容
を
明
示
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
の
男
女
共
同

を
教
え
る
啓
蒙
活
動
を
実
施
し
た
り
、
男

性
を
対
象
に
し
た
啓
蒙
活
動
な
ど
を
実
施

し
た
り
と
多
方
面
に
わ
た
る
活
動
を
実
施

し
ま
す
。 

　
お
互
い
を
支
え
よ
う
と
す
る
心
、
社
会

参
画
を
応
援
し
よ
う
と
す
る
心
。
そ
ん
な

「
心
」
を
育
て
る
活
動
を
ご
理
解
い
た
だ

き
、
町
民
一
丸
と
な
っ
て
、
男
女
共
同
参

画
社
会
を
実
現
さ
せ
ま
し
ょ
う
。 

結婚するまで 
　家族の協力と理解 

□女 

■男 

０％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 

10％ 

10％ 
12％ 
12％ 

13％ 
20％ 
22％ 

23％ 
32％ 

38％ 

82％ 

28％ 

　上司や同僚の意識改革 

　職場での男女平等推進 

　労働条件の改善 

　　保育施設の充実 

　介護体制の整備 

　女性自身の意識向上 

　専門知識を生かせる職場を増やす 

　賃金の引き上げ 

子どもができるまで 

子どもが大きくなったら再び勤める 

子どもができたらパートに変える 

子どもができてもフルタイムで 

仕事を持たない方が良い 

０％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 

□女 

■男 
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1％ 

7％ 7％ 
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11％ 

22％ 

47％ 47％ 
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10％ 
10％ 

女０％ 
男０％ 

女性が仕事を持つことについてどう思いますか 女性が仕事をしていくための条件は何だと思いますか？ 
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まちのわだい  まちのわだい  

わ だ い ①  

わ だ い ⑥  

わ だ い ④  

わ だ い ⑤  

　１月９日、舟形保育所で水木だんご飾りが 
行われ、舟形老人クラブのみなさんと児童が 
楽しくふれあいました。 

　（財）日本防火協会の「民間防火組織等の 
防火・防災普及啓発推進事業」を活用し、 
幼年消防用鼓笛セット一式が整備されまし 
た。 

　世田谷区立小学校教育研究会の先生４名 
（代表代沢小学校　小林巧校長）が社会科 
教材をつくるため町を訪れ、児童や農家の 
方の話に熱心に耳を傾けていました。 

　急激な原油高騰を受け、灯油購入費助成

事業を実施し、町内で使用できる5,000円分

の商品券を対象となる世帯へ支給しました。 

　対象となるのは町民税非課税世帯でかつ

①高齢者のみの世帯、②障碍者のいる世帯、

③母子父子世帯等に該当する世帯です。 

　12月27日に町の民生児童委員24名と町職

員らが179世帯を訪問しました。受け取った

高齢者の方は「本当に困っていた。これで

今年の冬は大丈夫。大変助かりました。」と

語っていました。 

　１月９日、富長小学校で書き初め大会が

行われ全校生徒56名が書道の腕前を競い

合いました。 

　３～６年生が集まった体育館では、シー

ンとした張りつめた空気の中、児童の真剣

な眼差しが光っていました。 

　児童らは新年を迎えて、心新たに今年１

年の願いを書に込めました。「文字は正し

く読みやすく丁寧に」心が字に表れるとい

います。日本の書道は海外でも大人気です。 

 

　舟形町山ぶどう生産組合が企画した「山ぶ

どう酒」が完成し、１月10日、完成披露会

が開催されました。このワインは山ぶどうの

香りをそのまま閉じこめた健康志向のワイン

です。会場に訪れた方は「香りが良くとても

懐かしい味がする。すごくおいしい。」と語

っていました。 

　このワインは県の地域活性化事業を活用し作られたもので、都市農村交流の際に町の物産とし

てＰＲされる予定で、地域活性化につながればと期待しています。 

　尚、今年は本数が少なく、１月５日に受付開始し、１月９日には完売したそうです。 

　春から交流を続けている仙台市立五橋中学校 
との交流の様子や生徒からの手紙が役場玄関ホ 
ールに掲示されています。２月中旬まで。 

　１月７日、南部保育所で舟形消防分署の指 
導のもと応急処置訓練が行われました。救急 
車が到着するまでの対応が大事なんですね。 

　１月６日、町消防団の安全祈願祭と出初め 
式が行われ、団員ら約70名が参加し、今年 
１年間の無事故・無火災を祈願しました。 

　大類正洋さん（舟形４）が手作りした、ビーナスハ

ウスが舟形小学校に登場。 

　約4,500年前の縄文時代に合わせ、くぎを使わずに組

んである名品。８頭身の優美な姿にピッタリのお家です。 

　社会科の授業で縄文のビーナスを勉強中の３年生は、

「すご～い。かっこいい。」などと感想を言っていま

した。この木がどこで採れたものなのかなど、総合的

な学習につながっているようです。 

　１月16日、新春講演会が行われ、（株）ヨコタ東北の横田

健二社長から「地球環境と経営理念」についてご講演いただ

きました。 

　ヨコタ東北は世界的に知られる新庄方式というトレーのリ

サイクルの中心となっている企業です。講演の中で横田氏は

「リサイクルで重要なのは、住民の意識。住民の協力がなけ

れば成り立たない。」と住民参加の必要性を訴えていました。 

　これから町でも積極的にトレーのリサイクルを進めていき

ますので町民の皆様のご協力をよろしくお願いします。 

　任期満了に伴う舟形町選挙管理委員会委員の選挙が、

12月11日町定例議会において行われ、委員４名と補充

員４名が決定いたしました。任期は12月25日から４年

間となります。新しい選挙監理委員の皆さんは次のと

おりです。 

舟形ワイン「山ぶどう酒」 

リサイクル意識を高めよう 灯油購入費を助成 願いを「書」に 
 

ビーナスハウス登場 

新しい選挙管理委員が決まる 

中鉢　時雄（長者原）／委員長 
佐藤　順子（西堀）／職務代理者 
伊藤　政春（野） 
小野　　満（真木野） 

原田　三雄（福寿野） 
沼澤　　仁（紫　山） 
阿部　　啓（洲　崎） 
植松　敦子（長沢１） 

選挙管理委員長 補　充　員 

わ

だ

い

②

 

わ

だ

い

③

 



　町では地域の豊かな自然や農村文化などを活用し、体験活動の受け入れを数多く行なってきま 

した。今後、より一層、交流人口の増を図り、地域活性化につなげようと、昨年より中学校の 

野外活動の受け入れを行なっています。 

　昨年ご協力いただいた80戸のご家庭の皆さまのおかげをもちまして、その後の交流に発展す 

るなど好評をいただき、今年５月にも五橋中学校様から野外活動の申込みがありました。 

　つきましては以下のとおり民泊体験にご協力いただけるご家庭を 

募集いたします。ご近所、ご友人お誘いあわせの上、お申込ください。 

 

▼受入期間（予定）／５月15日（木）午後５時頃～ 

　　　　　　　　　　　　16日（金）午前８時30分頃まで　１泊２日 

▼民泊先での対応／・２～３名の生徒さんを泊めていただきます。 

　　　　　　　　　・朝または夕方に、各家庭の農作業（山を含む）などを体験させてください。 

　　　　　　　　　・食事は、概ね献立を作成しますが、基本的には各家庭におまかせします。 

　　　　　　　　　・各地区の集合場所（公民館等）から自宅までの送迎をお願いします。 

　　　　　　　　　・わずかですが、謝礼をお支払いします。 

　　　　　　　　　・定員を超えた場合は実行委員会にて決定いたします。 

▼〆切／２月29日（金） 

▼申込み・問い合わせ／ふながた自然田舎まるごと体験実行委員会事務局 

　　　　　　　　　　　　舟形町農村環境改善センター内　 

　　　　　　　　　　　　ＴＥＬ（35）2001　　ＦＡＸ（35）2003

統合舟形保育所及び子育て支援センター名称募集 

中学生民泊体験のご協力家庭の募集 

　投票日　２月１０日（日）　　　　　　　　　　告示日　２月５日（火） 

　投票できる方 

　・昭和６３年２月１１日以前に生まれた方 

　・平成１９年１１月４日以前から町の住民基本台帳に登録され、選挙人名簿に登録されている方 

　次のような方は、当日有権者から除かれ投票できません 

　・投票開始時刻までに町外に住所を異動された方 

　・住所（住民票）が町内にあっても学生など町外等で生活している方 

 

◎投票日の当日、旅行や冠婚葬祭、入院等で投票できない方は、期日前投票又は不在者投票ができます。 

【期日前投票】期日前投票所は、保健センター１階会議室になります。 

◆期日前投票は、告示日の翌日（２月６日（水））から投票日の前日までの間、毎日午前８時３０分から 

　午後８時まで投票できます。 

　期日前投票をする方は、選挙管理委員会（保健センター１階会議室）においでになれば、宣誓書兼請 

　求書に必要事項を記入後、その場で投票できます。 

【不在者投票】 

　不在者投票は、告示日の翌日から投票日の前日までの間投票できます。 

「不在者投票の請求書」の用紙は、選挙管理委員会に準備してあります。 

　出稼ぎなど、他の市町村に滞在している方も不在者投票ができますので、早めに請求してください。 

※指定病院（施設）等での投票 

　不在者投票のできる病院（施設）に入院（入所）中の方は、その病院等に申し出ると本人に代わっ 

　て投票用紙等の交付請求の手続きをしてくれますので、病院等におたずね下さい。 

　不在者投票を行う場合は、投票用紙等の郵送に期間を要しますので早めに請求してください。 

「ふながたの　未来を託す　この一票！」 

舟 形 町 長 選 挙  

太字は変更箇所 この度の町長選挙から８投票所で実施いたします。 

　今年４月にオープンする統合保育所は、子育て支援センターを併設した、保育と育児の拠点 

施設です。誰からも親しまれ、子育て世帯の憩いの場となるよう、広く町民の皆様から名称を 

募集します。 

 

▼募集期間／１月28日（月）～２月８日（金） 

▼募集規定／・舟形町の統合保育所及び子育て支援センターとしてふさわしい名称であること。 

　　　　　　・名称は、舟形保育所○○○ 

　　　　　　　　　　　舟形○○○保育所 

　　　　　　　　　　　舟形町子育て支援センター○○○　という形式で募集します。 

　　　　　　・応募する名称にした理由 

　　　　　　・応募用紙は町民課、長沢生涯学習センター、堀内環境改善センターの窓口にあります。 

　　　　　　　町ホームページからもダウンロードできます。 

▼募集資格／町内に在住する方 

▼選考方法／・１次選考 

　　　　　　　　各保育所を含む担当課で最終候補３点を選考 

　　　　　　・２次選考 

　　　　　　　　町長、教育長、町民課長による選考で決定 

▼選考結果／広報３月号及び町ホームページで発表 

▼記念品／採用者には記念品を贈呈します。 

▼申込み・問い合わせ／舟形町役場町民課福祉班　�（32）２１１１（内線341） 
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第１投票所 

第２投票所 

第３投票所 

第４投票所 

第５投票所 

第６投票所 

第７投票所 

第８投票所 

　　投 票 所 名 

幅コミュニティーセンター 

生涯学習センター 

大平公民館 

舟形保育所 

富長小学校 

太折公民館 

堀内小学校 

西又公民館 

　　　　　　　地　　　区　　　名 

野・幅・長尾 

内山・長沢１・長沢２・長沢３・経壇原 

大平 

 

 

小松・長者原・福寿野・富田１・富田２・馬形 

太折 

瀬脇・堀内・実栗屋・洲崎・真木野・新堀・横山 

西又・松橋 

一の関・舟形１・舟形２・舟形３・舟形４・紫山 

・沖の原・えんじゅ荘・西堀・木友・光生園・向山 

期日前投票所 保健センター１階会議室 ー 



《町・県民税の申告が必要な方》 
　平成２０年１月１日現在、舟形町に住所がある方、住所がなくても生活の根拠がある方で 

　　①勤務先で年末調整をしていない方 

　　②平成１９年の中途で退職した方 

　　③勤務先をかえた方で、前職分の所得を会社に報告してない方 

　　④２ヶ所以上から給与、報酬などを受けた方 

　　⑤給与以外の所得がある方 

　※給与所得のみの方で年末調整済の方は、町・県民税の申告は必要ありません。 

　　また、直接税務署に確定申告をされた方は、町・県民税も併せて申告したものと見なされます。 

　※収入のない方でも申告をしないと国民健康保険税の軽減措置や福祉施策などを受けられなくなる場合が

　　ありますので、注意してください。 

 

《確定申告が必要な方》 
　①事業所得（営業・農業・その他の事業所得）や不動産所得がある方で、昨年中の所得の合計額が 

　　基礎控除、その他の控除の合計額を超える方 

　②土地や建物の売却による所得がある方 

　③雑損控除や医療費控除を受けようとする方 

　④給与所得者で 

　　　　　　　　●平成１９年中の給与収入が2,000万円を越える方  

　　　　　　　　●給与を２カ所以上の事業所から受けている方 

　　　　　　　　●給与以外の所得が２０万円を越える方 

 

《申告の際に持参するもの》 
　①印鑑 

　②源泉徴収票などの収入のわかるもの 

　③営業、農業、その他の事業所得があった方は、帳簿書類、通帳など収入・支出のわかるもの 

　④雑損控除、医療費控除等を受ける方は、その支出のわかる領収書など 

　⑤生命保険料、地震保険料などの領収書・証明書 

　　※領収書などは集計して持参ください。 

相談日 町　内　名 時　間 会　場 

【 申告相談日程表 】 

堀内農村環境 
改善センター 
２Ｆ研修室 

生涯学習センター 
２Ｆ多目的 
集会室 

9:00～12:00

13:00～16:30

9:00～12:00

13:00～16:30

9:00～12:00

9:00～12:00

9:00～12:00

13:00～16:30

2/5 
（火） 

2/6 
（水） 

2/7 
（木） 

2/8 
（金） 

2/12 
（火） 

大平･小松･太折・向山 

舟形1･舟形2･舟形3 

舟形4･鼠沢 

一の関･経壇原 

紫山･木友 

沖の原・西堀 

役場３F会議室 

役場３F会議室 

相談日 町　内　名 時　間 会　場 

9:00～12:00

9:00～12:00

9:00～12:00

9:00～16:00

13:00～16:30

13:00～16:30

2/13 
（水） 

2/14 
（木） 

2/15 
（金） 

2/18～3/17 (土・日除く) 

　　　確定申告 

申告の期限は３月17日です 
 不明な点は、舟形町役場町民課税務国保班へ遠慮なくご相談ください。�（32）２１１１（内線333･334） 

真木野・新堀 

西又･松橋 

瀬脇・堀内 

実栗屋･洲崎・横山 

富田１･富田２ 

長者原･福寿野･馬形 

野･幅･長尾 

内山･長沢３ 

長沢１･長沢２ 

 

町県民税・所得税の申告がはじまります 町県民税・所得税の申告がはじまります 町県民税・所得税の申告がはじまります 

Ｄ
Ａ
Ｔ
Ａ 

Ｄ
Ａ
Ｔ
Ａ 

（平成19年12月31日現在データ） 

●出生　49人（前年48人） ●人口密度　55人/km2●消防団員 
　417人（前年421人） 

●世帯　3.4人/世帯 ●死亡　88人（前年86人） 

●婚姻　20組（前年30組） 

●65歳以上人口 
　2,038人（31.2％） 

●町の財政支出（一般会計） 
　１人当たり　 527,344円 

●小学校児童数　282人（前年303人） 
●中学校生徒数　177人（前年202人） 

●転入　102人（前年150人） 
●転出　203人（前年166人） 

●交通事故件数  人身20件 
　（死亡０名：負傷24名） 
　　　　　　　物損64件 

●農業戸数　690戸 ●火災　４件 ●経営耕地面積　1,788ha 
（Ｈ18.農家台帳より） （Ｈ18.農業共済細目書より） 

●自動車保有数　4,976台 
（Ｈ19．3．31現在） 

（Ｈ18度決算） 

●町の歳入（一般会計） 
　１人当たり　 541,247円 

（Ｈ18度決算） 

●製造業事業所数 
　　　　　　　８事業所 
●工業総出荷額 
　　　　52億6,615万円 

（Ｈ17.12末現在） 

●水道普及率　　99.5％ 
　１日使用量　1,960m3

●救急車出場回数 
　148件（前年179件） 

（Ｈ19．３末現在） 

●若あゆ温泉利用者数 
　　　　　156,637人 

●人　口 
　6,529人　（前年6,669人） 
●世帯数 
　1,900世帯（前年1,909世帯） 
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広告 広告 

　
１
月
20
日
、
毎
年
恒
例
の
新
春
町
民
な
わ
と
び
大
会 

が
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
約
５
０
０
名
が
新 

記
録
目
指
し
て
挑
み
ま
し
た
。 

　
小
学
校
の
部
で
は
長
沢
小
学
校
６
年
の
「
長
沢
Ｊ
Ｕ 

Ｍ
Ｐ
！（
６
年
）」
が
４
０
５
回
の
大
会
新
記
録
で
優
勝
。 

　
ま
た
、
個
人
の
部
で
は
舟
形
中
学
校
２
年
鎌
田
輝
く 

ん
が
２
重
飛
び
で
１
１
６
回
の
記
録
で
優
勝
し
ま
し
た
。 

み
な
さ
ん
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。 

●
ふ
な
が
た
写
真
館 

「
飛
縄
」 

福寿野若妻会ニラパワー ! !福寿野若妻会ニラパワー ! !

紫山の名誉のために 紫山の名誉のために 

やったぞ、新記録 

心をひとつに 

縄跳びに命をかけて 

２重飛びで116回!!

野球部の誇りを胸に 10分間跳び続けたぞ 

円陣組んで「いくぞー!!」 約130人が参加した小中学生個人の部 

チーム長沢
もがんばる

よ� 

広報ふながた 20.1｜1819｜広報ふながた 20.1

新
庄
駅 

至 R13→ ←至 万場町 ヘア＆フェイスサロン 

新庄市本町６－１４ 

�0120(40)2553（ご予約の方優先)

美しさを求める時間、くつろげる場所で 
ゆったりとお手入れをしてください。 

笑顔のスタッフがお手伝い!!この広告を 
ご持参の方 
全メニュー 
10％OFF 月曜日定休 

アルテモーダ 
ヒロコ 
一番街 
駐車場 

旧 ダ
イ
エ
ー 

←至 
市民プラザ 

至 新庄市役所→ 



（
中
央
公
民
館
図
書
室
） 

広報ふながた 20.1｜2021｜広報ふながた 20.1

低所得高齢者除雪サービス 低所得高齢者除雪サービス 

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
ご
注
意
!!
 

若あゆ温泉はみんなの憩いの場です。マナーを守ってご利用下さい。 
２月の若あゆ温泉の休館日は、13日（水）、27日（水） 

タバコは町内で買いましょう。 
11月のタバコ税は1,676,202円 

　生きているお魚を、みんなで
料理して食べよう。目の前のお
魚に、みんなは大興奮。さあ、
どうやってたべる？子どもたち
の楽しい一日を切りとった、躍
動感あふれる絵本。瀬戸内で育
った作者のお魚への愛情がぎっ
しり。 

　糺ノ森に住む狸の名門・下鴨
家の父・総一郎はある日、鍋に
され、あっけなくこの世を去っ
てしまった。遺されたのは母と
頼りない四兄弟。この四兄弟が
一族の誇りを取り戻すべく…。
第20回山本周五郎賞受賞作品。 

さ
か
な
だ
さ
か
な 

　
　
　
　
　
　
　
　
長
野
ヒ
デ
子
作 

有
頂
天
家
族 

　 

　
　
　
　
　
　
　
森
見
登
美
彦
作 

（
中
央
公
民
館
図
書
室
） 

お
知
ら
せ 

し
っ
と
り
と
ダ
ン
プ
に
重
き
初
雪
に
一
冬
又
も
友
と
な
り
か
と 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
　
藤
　
よ
し
子
（
舟
形
一
） 

プ
ラ
ン
タ
に
育
つ
小
松
菜
初
摘
み
し
雑
煮
仕
立
て
の
春
の
香
嬉
し
む 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
　
口
　
み
ど
り
（
埼
　
玉
） 

新
春
の
箱
根
路
走
る
選
手
ら
の
気
迫
強
さ
を
学
び
視
つ
む
る 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
梅
　
津
　
ト
シ
子
（
舟
形
三
） 

不
祥
事
の
報
道
多
き
亥
年
去
り
明
る
き
年
を
祈
る
初
朝 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
佐
　
藤
　
景
　
雄
（
沖
の
原
） 

月
山
は
西
方
中
天
位
置
占
め
て
白
き
朝
明
の
光
を
反
す 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
佐
　
藤
　
和
　
夫
（
西
　
堀
） 

鎌
倉
路
に
大
き
瘤
つ
け
微
笑
す
る
椨
の
木
の
た
つ
古
寺
の
初
春 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
布
　
川
　
芙
美
子
（
横
　
浜
） 

福
招
く
干
支
の
ね
ず
み
に
新
年
の
老
ひ
健
や
か
を
願
ひ
て
飾
る 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
星
　
川
　
和
　
子
（
西
　
堀
） 

鱈
昆
布
山
菜
い
た
め
納
豆
汁
亡
母
せ
し
ご
と
く
正
月
の
膳 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
佐
　
藤
　
和
　
子
（
舟
形
二
） 

年
末
の
デ
パ
ー
ト
中
は
賑
や
か
に
売
子
の
声
も
活
気
あ
ふ
れ
る 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
渡
　
部
　
捷
　
一
（
光
生
園
） 

幾
年
か
家
族
と
離
れ
今
や
っ
と
そ
ば
で
過
ご
せ
る
幸
せ
満
つ
る 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
大
　
場
　
美
奈
子
（
光
生
園
） 

【
千
風
会
「
新
年
」
】 

門
ご
と
の
松
の
飾
り
は
幼
な
日
の
昭
和
は
い
つ
か
遠
ざ
か
り
け
り 

　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
　
　
　
景
　
山
　
晃
　
佑
（
仙
台
市
） 

か
へ
す
手
の
ま
よ
わ
ず
夫
と
餅
を
搗
く
門
の
松
の
木
ゆ
さ
ぶ
る
ひ
び
き 

　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
　
　
　
大
　
場
　
喜
代
子
（
長
沢
一
） 

し
の
ば
る
る
父
母
の
餅
搗
く
あ
ん
う
ん
の
呼
吸
清
々
し
元
日
夢
に
出
づ 

　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
　
　
　
高
　
山
　
明
　
子
（
仙
台
市
） 

み
も
し
ら
ぬ
地
に
越
し
ゆ
き
し
孫
を
お
も
ほ
お
供
へ
さ
さ
げ
く
れ
し
あ
の
し
ぐ
さ 

　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
　
　
　
小
　
野
　
光
　
子
（
真
木
野
） 

こ
こ
ろ
こ
め
昔
な
が
ら
の
お
節
料
理
子
孫
に
伝
へ
た
し
除
夜
の
鐘
き
く 

　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
　
　
　
大
　
場
　
秀
　
子
（
長
沢
一
） 

寡
婦
な
れ
ば
佳
き
こ
と
の
み
は
な
か
り
け
り
雪
ふ
る
嶺
に
人
生
を
拜
す 

　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
　
　
　
畠
　
山
　
ひ
ろ
み
（
木
　
友
） 

ひ
ろ
び
ろ
と
ひ
ろ
ぐ
み
ず
木
に
折
鶴
を
か
か
げ
て
一
家
で
祈
る
一
歩
未
来 

　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
沼
　
澤
　
千
鶴
子
（
鶴
陽
）（
舟
形
四
） 

 

初
夢
や
古
き
を
尋
ね
風
の
旅 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
伊
　
藤
　
良
　
文
（
舟
形
四
） 

初
春
の
つ
ど
ふ
笑
顔
の
座
敷
か
な 

 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
佐
　
藤
　
孝
　
子
（
舟
形
二
） 

一
睡
の
夢
の
人
生
や
初
灯
り 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
星
　
川
　
政
　
子
（
舟
形
三
） 

大
い
な
る
山
河
眠
り
し
里
に
住
む 

　
　
　
　
　
　
　
朝
の
会
　
　
　
　
　
　
　
大
　
場
　
小
夜
子
（
内
　
山
） 

一
年
の
厳
し
き
農
仕
年
暮
る
る 

　
　
　
　
　
　
　
朝
の
会
　
　
　
　
　
　
　
井
　
上
　
順
　
子
（
　
野
　
） 

鳥
一
羽
姿
見
ぬ
日
や
冬
ざ
る
る 

　
　
　
　
　
　
　
朝
の
会
　
　
　
　
　
　
　
高
　
橋
　
ふ
き
子
（
長
沢
三
） 

静
か
な
る
村
に
灯
れ
り
木
守
柿 

　
　
　
　
　
　
　
朝
の
会
　
　
　
　
　
　
　
柏
　
木
　
伸
　
子
（
長
沢
三
） 

雪
被
り
色
を
極
め
し
梅
も
ど
き 

　
　
　
　
　
　
　
朝
の
会
　
　
　
　
　
　
　
佐
　
藤
　
昭
　
子
（
長
沢
一
） 

偽
と
い
ふ
一
文
字
悲
し
年
の
暮 

　
　
　
　
　
　
　
朝
の
会
　
　
　
　
　
　
　
岸
　
　
　
良
　
子
（
長
沢
三
） 

川
の
面
を
落
ち
葉
一
枚
漂
へ
り 

　
　
　
　
　
　
　
朝
の
会
　
　
　
　
　
　
　
斉
　
藤
　
若
　
子
（
内
　
山
） 

園
内
に
一
足
早
い
ク
リ
ス
マ
ス 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
後
　
藤
　
ふ
　
み
（
光
生
園
） 

初
雪
に
姉
さ
ん
あ
わ
て
ゝ
野
菜
と
り 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
原
　
田
　
正
　
昭
（
光
生
園
） 

鏡
も
ち
作
っ
て
会
社
の
五
十
年 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
渡
　
部
　
捷
　
一
（
光
生
園
） 

年
の
瀬
の
特
売
品
に
人
集
り 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
東
海
林
　
金
　
光
（
光
生
園
） 

年
の
暮
れ
家
の
中
に
も
華
が
咲
く 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
八
　
鍬
　
真
貴
子
（
光
生
園
） 

雲
間
よ
り
下
り
来
る
寒
さ
綿
帽
子 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
沼
　
沢
　
多
美
子
（
光
生
園
） 

み
ぞ
れ
雪
重
さ
に
父
の
影
偲
ぶ 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
佐
　
藤
　
美
枝
子
（
光
生
園
） 

舞
初
の
出
を
待
つ
女
や
目
の
光
り 

　
　
　
　
　
　
　
未
来
図
の
会
　
　
　
　
　
�
　
橋
　
信
　
子
（
長
沢
三
） 

雪
雲
や
貧
し
き
郷
を
大
跨
ぎ 

　
　
　
　
　
　
　
未
来
図
の
会
　
　
　
　
　
中
　
川
　
恵
美
子
（
木
　
友
） 

冬
が
れ
の
静
寂
や
ぶ
る
長
靴
の
音 

　
　
　
　
　
　
　
未
来
図
の
会
　
　
　
　
　
吉
　
田
　
明
　
美
（
舟
形
三
） 

大
杉
や
紫
煙
に
念
じ
ど
ん
ど
焚 

　
　
　
　
　
　
　
未
来
図
の
会
　
　
　
　
　
真
　
見
　
七
　
生
（
舟
形
四
） 

宅
配
に
里
を
詰
め
込
む
師
走
か
な 

　
　
　
　
　
　
　
未
来
図
の
会
　
　
　
　
　
小
　
野
　
美
知
子
（
舟
形
四
） 

愛
称
の
賀
状
に
喜
寿
を
忘
れ
け
り 

　
　
　
　
　
　
　
未
来
図
の
会
　
　
　
　
　
若
　
山
　
節
　
子
（
舟
形
四
） 

 

       

▼
趣
旨
／
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球

を
通
し
て
、
楽
し
む
ス
ポ
ー
ツ

の
意
識
の
高
揚
を
図
り
、
町
内

の
卓
球
愛
好
者
と
の
親
睦
お
よ

び
普
及
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
開
催
し
ま
す
。 

▼
日
時
／
２
月
17
日
（
日)

　 

午
前
９
時
〜 

▼
場
所
／
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー 

▼
部
門
／
個
人
の
部(

男
女
別)

・

ふ
れ
あ
い
ダ
ブ
ル
ス
の
部 

▼
参
加
資
格
／
舟
形
町
在
住
の

40
歳
以
上
の
方
。
舟
形
町
ラ
ー

ジ
ボ
ー
ル
卓
球
協
会
が
認
め
た

方
。 

▼
申
込
〆
切
／
２
月
８
日(

金)

午
後
５
時
ま
で 

▼
参
加
料
／
３
０
０
円
（
ス
ポ

ー
ツ
傷
害
保
険
料
等
） 

▼
そ
の
他
／
組
み
合
わ
せ
は
当

日
行
い
ま
す
。 

▼
主
催
／
舟
形
町
ラ
ー
ジ
ボ
ー

ル
卓
球
協
会 

▼
後
援
／
舟
形
町
教
育
委
員
会
、

舟
形
町
体
育
協
会 

▼
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／ 

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー 

�
（
32
）
３
５
０
１ 

    

▼
日
時
／
２
月
24
日
（
日
） 

午
前
10
時
〜
午
後
３
時 

▼
場
所
／
舟
形
町
中
央
公
民
館

（
３
階
ホ
ー
ル
） 

▼
対
象
／
町
内
在
住
の
方
、
ど

な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。 

▼
内
容
／
牛
乳
パ
ッ
ク
で
ス
ツ

ー
ル
（
小
さ
な
腰
掛
椅
子
）
作

り ▼
楽
し
い
フ
ラ
ダ
ン
ス
教
室
／

　
年
配
の
方
も
大
丈
夫
。
ハ
ワ

イ
ア
ン
に
合
わ
せ
、
ゆ
る
や
か

な
動
き
で
健
康
づ
く
り
に
役
立

て
よ
う
！ 

▼
そ
の
他
／
連
合
婦
人
会
会
員

は
、
後
日
単
位
婦
人
会
長
を
通

じ
て
案
内
し
、
申
込
み
を
集
約

し
ま
す
。 

▼
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／ 

舟
形
町
中
央
公
民
館 

�
（
32
）
２
２
４
６ 

 

   

▼
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
と
は
／
発
熱
、

下
痢
、
腹
痛
や
お
う
吐
の
症
状

が
出
ま
す
。
感
染
か
ら
発
病
ま

で
の
期
間
は
、
24
〜
48
時
間
と

さ
れ
て
お
り
、
１
〜
３
日
程
で

治
り
ま
す
が
、
高
齢
者
や
乳
幼

児
な
ど
体
力
が
衰
え
て
い
る
方

は
死
に
至
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
学
校
や
福
祉
施
設
、

病
院
な
ど
の
施
設
で
は
集
団
感

染
の
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。 

▼
感
染
予
防
／ 

①
十
分
に
手
洗
い
す
る
こ
と
（
石

　
鹸
で
し
っ
か
り
30
秒
） 

②
十
分
に
加
熱
す
る
こ
と
（
85

　
℃
で
１
分
以
上
の
加
熱
に
よ

　
り
感
染
性
を
失
う
） 

③
十
分
に
消
毒
す
る
こ
と
（
包

　
丁
や
ま
な
板
な
ど
は
塩
素
系

　
漂
白
剤
で
消
毒
） 

▼
治
療
／
現
在
の
と
こ
ろ
、
ノ

ロ
ウ
イ
ル
ス
に
有
効
な
薬
は
存

在
し
ま
せ
ん
。
早
期
に
医
療
機

関
を
受
診
し
て
下
さ
い
。 

▼
県
内
の
発
生
状
況
／
県
内
で

も
集
団
感
染
し
た
施
設
が
あ
り

ま
す
。
十
分
に
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。 

第
11
回 

舟
形
町 

ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
大
会 

寒
い
冬
こ
そ
元
気
に
!!  

「
レ
デ
ィ
ー
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」 

に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？ 

▼目的／除雪サービス事業により高齢者世帯等の冬期間の生活 

　支援を行います。 

▼対象者／所得税非課税かつ自力または親族等の協力を得られ 

　ない世帯で次のいずれかに該当する世帯。 

 　　①65歳以上の一人暮らし世帯 

 　　②65歳以上の高齢者のみの世帯 

 　　③身障者のみの世帯 

▼対象者の負担金／玄関前の除雪（30円）、屋根の雪下ろし 

（500円）を徴収します。 

▼援助者への助成額／玄関前の除雪（300円）、屋根の雪下ろし 

　（5,000円）を助成します。対象者が依頼する除雪援助者にこ 

　の額が支払われます。 

▼活動費支給日／作業実施の翌月１０日に支払います。 

▼除雪の範囲／屋根の雪下ろし、窓まわり、玄関前、裏口など 

▼申込み・問い合わせ／お近くの民生児童委員または 

 舟形町社会福祉協議会　ＴＥＬ（３２）２７３３ 

家
庭
可
燃
ご
み
の
減
量
化
と
資
源
ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
ご
協
力
下
さ
い
。 

舟
形
文
芸
ひ
ろ
ば
 

短
歌
 

俳
句
 

あなたの声をお寄せ下さい 

まちづくり課 統括班 
� 32ー2111（内線322） 

　まちの話題、疑問、質問、

提言・意見のほか、会員募

集やリサイクル情報（譲り

たい、譲ってほしい）、イ

ラストなど何でも結構です。

　広報紙上でできるだけ紹

介していきたいと思います。 

ひ
と 

み 

か
え 

あ
さ
け 

は

は

 

こ
ぶ 

た
ぶ 

え
と 

こ 

す
が
す
が 

あ
さ 

み 

な 

こ 

せ
ち 

ひ
と
よ 

あ
か 

１月の納期 

◆国民健康保険税 

◆介護保険料 

納期限･･･ 

忘れずに納税しましょう。 

１月31日（木） 



町
営
バ
ス
は
ど
こ
ま
で
乗
っ
て
も
一
律
２
０
０
円
で
す
。
  

              

　
舟
形
町
の
皆
さ
ん
、
明
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
柿
　
真
衣
子
で
す
。

年
越
し
直
前
に
本
格
的
な
冬
将
軍
が
到
来
し
、

あ
っ
と
い
う
間
に
一
面
雪
景
色
と
な
り
ま

し
た
。
そ
の
影
響
で
今
年
の
初
詣
客
は
激

減
し
た
そ
う
で
す
が
、
皆
さ
ん
は
ど
ん
な

年
末
年
始
を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
か
。 

　
12
月
中
旬
、
冬
の
風
物
詩
「
イ
ル
ミ
ネ

ー
シ
ョ
ン
」
を
見
に
仙
台
へ
行
っ
て
き
ま

し
た
。
東
北
の
中
で
も
有
名
な
仙
台
の
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
す
が
、
風
の
強
い
日

が
多
く
、
過
去
に
は
吹
雪
の
中
で
凍
え
な

が
ら
見
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し

今
年
は
例
年
よ
り
暖
か
く
、
風
も
穏
や
か
で
、

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
は
絶
好
の
コ
ン
デ

ィ
シ
ョ
ン
で
し
た
。 

　
メ
イ
ン
の
定
禅
寺
通
り
は
、
木
々
が
す

べ
て
金
色
の
電
飾
で
埋
め
尽
さ
れ
、
２
０

０
メ
ー
ト
ル
以
上
続
く
光
の
ト
ン
ネ
ル
に

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
ト
ン
ネ
ル
は
、
何

度
見
て
も
本
当
に
「
き
れ
い
」
の
一
言
。

特
に
、
30
分
に
１
度
、
す
べ
て
の
明
か
り

を
消
し
、
２
、
３
分
後
に
も
う
一
度
点
灯
さ

せ
る
と
い
う
「
光
の
ウ
イ
ン
ク
」
の
美
し

さ
は
格
別
で
す
。
定
禅
寺
通
り
だ
け
で
な
く
、

駅
前
の
青
葉
通
り
も
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

さ
れ
て
い
る
の
で
、
駅
前
の
橋
の
上
か
ら

青
葉
通
り
を
眺
め
る
と
い
う
人
も
大
勢
い

ま
し
た
。 

　
残
念
な
が
ら
仙
台
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
は
昨
年
の
大
晦
日
ま
で
で
終
わ
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
が
、
山
形
県
の
各
地
に
も
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
め
る
ス
ポ
ッ
ト

が
た
く
さ
ん
あ
り
、
長
い
と
こ
ろ
で
は
２

月
の
下
旬
ま
で
行
な
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
ま
た
最
近
で
は
、
自
宅
で
も
き
れ
い
な

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
い
る
お
宅
も

見
か
け
ま
す
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
一
度
、
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
美
し
さ
を
体
験
し
て

み
て
は
い
か
が
で
す
か
。 

　
鍋
の
お
い
し
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

お
い
し
い
も
の
を
た
く
さ
ん
食
べ
て
、
今

年
の
冬
も
元
気
に
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

今
年
も
皆
さ
ん
に
と
っ
て
よ
い
一
年
に
な

り
ま
す
よ
う
に
。 

 

総務課　No.274
２月のかもしかクラブ 

・舟形保育所 

・長沢保育所 

・南部保育所 

14日（木） 

13日（水） 

12日（火） 

12月２日～１月１日届出分 

えんじゅ荘 

えんじゅ荘 

舟形４ 

一の関 

沖の原 

舟形３ 

西　堀 

76（本　人） 

79（本　人） 

83（　晃　） 

67（ミツ子） 

77（健　彦） 

74（　勉　） 

97（　十　） 

叶内スエ子 

渡部　恒子 

沼澤　虎夫 

�橋　一雄 

黒坂ミツ子 

佐藤　英義 

阿部　ツネ 

□おくやみ申し上げます （世帯主） ◆ 

男 

女 

計 

世帯 

人口と世帯 

：3,206人 

：3,323人 

：6,529人 

：1,900世帯 

（－１） 

（－８） 

（－９） 

（＋１） 

 （  ）は 
前月比 

（現在） 

選挙人名簿登録者数 

男性　2,596人 
女性　2,808人 計5,404人 

(12／２現在） 

○掲載を希望しない方は、届け出の 

　際にお申し出下さい。 

12
31

 

長沢１ 

一の関 

阿部　悠翔 

沼澤　杏実 

（ 　 　 ） 

（ 　 　 ） 

ゆうと 

     あみ　　 

広　樹 
夕香理 
 

□お誕生おめでとう ◆ 

高　人 
寛　美 

 

＜作り方＞ 
①豆腐はペーパータオルに包んで耐熱容器にのせ、電子レンジに約２分 
　間かける。ざるにあげて水気をよくきり、４等分する。 
②きのこ類は石づきを除いて、しいたけは１㎝厚さに切り、えのきだけ 
　はざく切り、しめじは子房に分ける。  
③豆腐におろしにんにくを付け、小麦粉大さじ１をまぶす。フッ素樹脂 
　加工のフライパンで油を使わずに表面に焼き目をつける。  
④きのこ類を煮汁で煮て、片栗粉小さじ２を同量の水で溶いたものを加 
　え、とろみをつける。  
⑤豆腐を器に盛り、④のきのこソースをかけ、ねぎのみじん切りを散ら 
　して完成。 

▼問い合わせ／舟形町町民課健康班　�（32）2111（内線351） 

豆
腐
の
き
の
こ
ソ
ー
ス 

おいしく
 

食べて 

健康に 

＜材料（４人分）＞  
絹ごし豆腐 
にんにく 
生しいたけ 
えのきだけ 
しめじ 
ねぎ 

 
‥‥‥‥１と１/３丁 

‥‥‥‥‥‥‥‥小１片 
‥‥‥‥‥‥‥‥４枚 
‥‥‥‥‥‥１パック 

‥‥‥‥‥‥‥‥１パック 
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥20g

 
煮汁 
だし汁 
しょうゆ 
砂糖 
みりん 

 
 

‥‥‥‥‥‥カップ１ 
‥‥‥‥大さじ２弱 

‥‥‥‥‥‥小さじ１弱 
‥‥‥‥‥‥小さじ２ 

「これはオススメ！」という我が家の自慢料理をこのコーナーで紹介してみませんか？ 

通信通信  通信  

◆スポーツは‥‥‥‥‥‥‥ 

◆現在の職業は‥‥‥‥‥‥ 
 

◆将来の夢は‥‥‥‥‥‥‥ 

◆趣味は‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 

◆休日は‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 
　 

◆どんな異性がタイプ‥‥‥ 

◆舟形町の良いところは？‥   

◆結婚後も舟形町に住みたいか‥ 

◆こんなものが欲しい‥‥‥ 

高校で野球をしていました 

大工です。きちっとした仕事ができる 
よう心掛けています 

自分ででっかい家を建てることです 

海釣り 

友達と飲みに行ったり、映画を見たり 
してます 

明るい人がタイプです 

のんびりしていて過ごしやすいところ 

住みたい。夫婦２人で生活してみたい 

店がたくさんあって欲しい 

佐藤正幸さん（21歳） 

～ 油を使わず、ヘルシーで食物繊維豊富 ～ 

Vol.87Vol.87

区　分 

山形県内 

最上地区 

舟 形 町  

発生件数 

８,４１３ 

４４３ 

２０ 

増　減  

△４４５ 

△１６ 

△３ 

死者数 

７６ 

９ 

－  

増　減  

１９ 

４ 

－  

負傷者数 

１０,７８５ 

６０９ 

２４ 

増　減  

△３７４ 

－ 

△７ 

舟形町の交通事故発生状況（19年１月１日～12月31日） 
 
　昨年１年間の町内での交通事故発生件数は20件で、昨年より３件減少しています。また、負傷者は24人 

で、昨年より７人減少し死亡事故などの重大事故はありませんでした。 

 

最上管内で高齢者の事故が増加 
 
　最上管内における高齢ドライバーの事故は86件で５件の増加、高齢者が被害に遭った事故は105件で18 

件増加しています。また、死亡事故９件中４件が高齢ドライバーによる事故で、７件が高齢者の関わる事 

故でした。歩行者の事故・車両単独事故が増加し、うっかり・ぼんやり型の事故が６割以上となっていま 

す。 

2008年は交通事故のない明るい年でありますようお祈りします。 

12月末現在（新庄警察署） 

熱量  99kcal熱量  99kcal

（
新
庄
市
） 

camera
  angle

camera
  angle

今年成人式を迎えました 今年成人式を迎えました！ 

広報ふながた 20.1｜2223｜広報ふながた 20.1

崎 



広報ふながた 20.1｜24

Public Relations Funagata

【編集・発行】舟形町役場まちづくり課 

〒999ー4601 最上郡舟形町舟形263 
tel. 0233（32）2111  fax.0233(32)2117 
メールアドレス  kikakupr@town.funagata.yamagata.jp 
http://www.town.funagata.yamagata.jp

 

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
も
「
広
報
ふ

な
が
た
」
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 

 

さ
て
、
人
生
の
最
大
の
喜
び
は

「
う
ま
い
物
を
食
う
」
こ
れ
に
尽

き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

バ
ラ
ン
ス
良
く
何
で
も
食
っ
て
健

康
第
一
。
今
年
の
抱
負
で
す
。 

PS.
広
告
に
お
申
し
込
み
い
た
だ
い

た
企
業
の
方
に
は
本
当
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
今
後
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　 

　
　
　
　
　
（
ゆ
） 

あとがき 
postscript

　
午
後
６
時
。
あ
た
り
が
す
っ
か
り
暗
闇
に
包
ま
れ
た
頃
、

富
長
橋
の
す
ぐ
上
流
の
川
原
に
大
き
な
火
柱
が
立
ち
上
り
ま

し
た
。
長
者
原
地
区
の
御
柴
灯
の
始
ま
り
で
す
。
古
く
か
ら

行
わ
れ
て
い
る
こ
の
伝
統
的
な
行
事
は
、
正
月
に
使
っ
た
門

松
や
し
め
縄
、
お
守
り
、
だ
る
ま
な
ど
を
持
ち
寄
っ
て
焼
き
、

今
年
一
年
の
無
病
息
災
や
家
内
安
全
を
祈
願
し
て
行
わ
れ
て

い
ま
す
。 

　
長
者
原
地
区
で
は
以
前
か
ら
小
正
月
の
１
月
15
日
に
行
う

と
い
う
習
わ
し
が
あ
り
ま
し
た
。
仕
事
を
持
つ
方
や
子
ど
も

ら
も
参
加
し
て
欲
し
い
と
、
最
近
は
直
近
の
休
日
に
す
る
こ

と
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
主
体
と
な
っ
て
準
備
を
行
な
っ
て
い
る
の
は
長
者
原
育
成

部
の
メ
ン
バ
ー
と
子
供
会
で
す
。
各
家
を
回
っ
て
御
札
や
し

め
縄
な
ど
を
回
収
し
飾
り
付
け
を
行
い
ま
す
。 

　
相
馬
正
敏
育
成
部
長
は
「
一
年
の
計
は
元
旦
に
あ
り
、
と

い
う
よ
う
に
長
者
原
の
行
事
は
こ
の
御
柴
灯
か
ら
始
ま
り
ま

す
。
心
身
を
清
め
、
無
病
息
災
を
祈
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

ど
の
家
で
も
あ
る
御
札
や
正
月
飾
り
な
ど
を
燃
や
し
て
祈
願

す
る
の
で
、
無
く
す
こ
と
の
で
き
な
い
、
長
者
原
の
伝
統
で

す
ね
。」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
２
月
に
は
子
供
会
と
一
緒
に
雪
遊
び
を
行
い
ま
す
。
町
内

会
の
皆
さ
ん
、
子
供
た
ち
と
ふ
れ
あ
い
の
時
間
を
過
ご
し
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

この紙は再生紙を使用しています 

『 

長
者
原
町
内
会
』 

シリーズ　地域のちから その� 

お
さ
い
と
う 


